外部アドバイザリーから見た長万部地域社会部門 by 竹内 昌昭 & MASAAKI TAKEUCHI
22 理大 科学フォーラム　2018（6）
筆者は，2011年９月から2016年９月まで，
長万部地域社会部門の４名の外部アドバイザ
ー委員のうちの１人として，当部門を第三者
として評価してまいりました。本稿では，
2016年９月に開催された外部アドバイザリー
委員会における他の３名の委員の意見も含め
つつ，2016年９月の閉部門時点での長万部地
域社会部門に関して評価をいたします。
ホタテ貝殻に関する研究
自然科学分野の研究では，生産性の向上の
一方で，廃棄物の問題がついてまわります。
したがって，本研究は重要であると考えま
す。水産の統計では，実際に得られるホタテ
の身は15～20％とされていますので，廃棄物
割合は貝殻のみの50％よりもっとあるのでは
ないかと推察されます。貝殻を廃棄すると，
身が残っているので，腐敗して公害になるた
め，貝殻の有効利用は重要だと思われます。
ホタテウロからの
カドミウム除去に関する研究
神尾鉱山（岐阜県）からカドミウムが流出
し，富山湾に流れこみ，米がカドミウムで汚
染され，イタイイタイ病が発生したという経
緯があります。したがって，ホタテのウロに
入っているカドミウムの除去も大変重要で
す。しかも，ホタテウロやイカゴロには高濃
度でカドミウムが蓄積されております。しか
し，これらからカドミウムを実験室レベルで
はなく，工業的に除去することは大変困難で
す。工業的となると，コストの問題があるの
で，その問題との兼ね合いをみつつ研究する
ことが重要となります。
美味しいホタテの生産に関する研究
コストを考えつつ，なんとか実用化すると
面白いと思われます。本部門の研究と同様，
カニ，エビ，ホタテでは高塩濃度の海水のほ
うが美味しくなるという報告はあります。こ
れは魚では起きない現象で，ホタテ，エビ，
カニは内臓がむき出しなので，浸透圧の関係
で，高塩濃度が効いてくるのではないかと推
察されます。産業への道が開ける可能性はあ
ると思います。
水産の研究全般
長万部にとって東京理科大学があることは
大変大きな意味があると改めて感じました。
特に，農業や，漁業の研究がされていること
に感心します。ただ，本部門は，研究が主体
であり，そのあとの，漁業者に対してのニー
ズに対してどういう位置づけなのだろうかと
いう感じはしました。研究が進んだ後に，漁
業者に対して，どういう効果を与えるのかが
見え難いところがあります。
長万部はケガニのイメージが大変強いの
で，ホタテをブランド化するのは，生半可で
はなく難しいと思われます。ケガニが取れて
いないという現状は置いておいたとしても，
ケガニの町にホタテブランドを作るのは難し
いと思います。ただし，ブランド化で重要な
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のは，「どう見せるかという戦略」です。東
京理科大学の他学部，具体的には，経営学部
などが関係してくると，面白い方向に行くの
ではないでしょうか。
社会科学分野（理科実験）
理科実験では，難しいことを，やさしく教
えるということは重要です。ただし，成果が
出るまでには時間がかかることなので，継続
的に休みなくやることが重要かと思います。
もう一つ，学生が自ら関わってくるというこ
とが興味深かったです。単に，町の子供が興
味を持つだけではなく，学生が小中学生に教
えることで学生自身が得るものもあると思わ
れます。
ただし，「大学生が，理科実験をして報告
しました」と言いつつも，その後，その報告
が地元で継続的に何かものになっていくのか
を知りたいところです。どのようなことでも
「学生が提案し，それを町は聞いている」だ
けでは意味が半減してしまいます。１年生が
提案をして２年生で長万部を離れたところ
で，どう継続していくかが気になりました。
いずれにせよ，時間がかかることではあり
ますが，これを継続し，30年から40年となる
と，理科教室（本特集記事参照）の卒業生
が，町に何かを還元することができるように
なってくると思います。
総括
長万部に限らないことですが，どの地方自
治体も今もまた今後も直面する少子高齢化，
過疎化に真正面から取り組んだ部門だと思い
ます。この部門ができたことで，長万部町と
大学との関係が，継続的に系統的にできるよ
うになったように見受けられました。ただ
し，研究にせよ，教育にせよ，地域貢献とい
う点では，これらを継続していかないと意味
がないと考えます。大学の制度上，部門は５
年で終わりましたが，この５年で立ち上げた
ものを，部門終了後も今後，どう続けていく
かということが重要となるでしょう。ただこ
れは，長万部に学生を送っている基礎工学部
に特化せざるを得ないところがあります。今
後，長万部キャンパスの町への貢献をどう継
続し発展させていくか，ということを基礎工
学部の中で議論して欲しいと思います。
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